
タイトル 

公立学校共済組合直営病院の概要・施設面での課題 

 

概要 

公立学校共済組合直営病院の施設整備について、建設費や物価の高騰、人口減少など医療

機関を取り巻く環境の変化を踏まえ、病院機能を維持しながら持続可能な施設整備を進め

るための考え方や今後の検討の方向性を共有した。 

 

内容 

公立学校共済組合本部施設企画部から、直営病院の現状と今後の施設整備の方向性につい

て説明した。 

冒頭では、近年の建設費の上昇や技術者不足、資材価格の高騰などにより、病院施設の整

備を取り巻く環境が大きく変化、加えて、人口減少や医療需要の変化への対応も求められ

ており、従来のように一定年数ごとに建て替えを行う手法だけでは対応が難しくなってい

る現状が示された。 

公立学校共済組合が運営する 7病院の半数以上が築 30 年以上を経過しており、安全で適

切な医療提供を継続するためには、計画的な施設整備が重要な課題として挙げられた。 

こうした状況を踏まえ、今後は「建て替え」を前提とするのではなく、既存施設を有効活

用しながら必要な改修を段階的に実施する考え方が報告され、日常的な保全を着実に行う

とともに、病院の機能や優先度に応じて改修を進めることで、施設の長寿命化と病院機能

の維持・強化を図ることが重要であると説明した。 

また、施設整備を検討する際には、病院が将来どのような役割を担うのかという方向性を

明確にした上で、必要な機能や設備、整備費用、工事期間中の運営への影響などを総合的

に整理する必要があり、施設面だけでなく、経営面や地域医療の動向も踏まえながら、実

現可能性の高い計画を策定していくことの重要性が共有された。 

今後はモデル病院を設定し、医療機能のあり方や施設整備の手法、改修時の課題への対応

策などについて、専門家や関係者による検討会を通じて具体的な議論を通じて、実行性の

ある施設整備の在り方を検討していくこととした。 

 

 

 


